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ビジネス概要

【競合】
Panasonic、BRIDGESTONE

主な製品と競合

PAS・YPJ ドライブユニット・
e-Kit JW※

※JW･･･Joy Wheel
電動化ユニットおよびシステム部品の開発・製造SPV事業について

【競合】
BOSCH、SHIMANO

【競合】
Alber

電動アシスト自転車「PAS」は、ヤマハ発動機が1993年に
発売した世界初の商品。人がペダルを踏む力を電動モーター
が補助するパワー・アシスト・システム（Power Assist 
System）が製品名「PAS（パス）」の由来で、免許が不要で
自転車のように扱える新しい乗り物の世界を開拓した。

1995年に車椅子用電動ユニットの商品化を発表したJW
（Joy Wheel）は、2025年で生誕30年。2025年1月には、10
年ぶりのフルモデルチェンジとなる電動化ユニットの新製品
を発売した。また、欧州や米国をはじめ世界各国の市場への
導入も予定している。
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台数CAGR 22％ 未達

売上高倍増 未達

3

前中期経営計画の振り返り

 SPV事業の実績推移

■売上高 ■営業利益 －営業利益率

• コロナ禍で、密を避けるパーソナル移動やアウトドアブームの特需に合わせて市場が
活性化。各社生産能力の増強を図り対応するも、コロナの収束と共に需要は反動減
となり販売が減少。各社とも生産が需要変動に追従出来ず、自転車産業全体で在庫過多の
状況が継続した。

• 当社はメイン商材のe-Kitの受注が大幅に減少し、売上収益が減少。過剰となった在庫
の処理に優先して取り組んだ。また、固定費の削減を図る中で海外完成車については
事業構造の見直しを決断、2024年に多額の費用が発生した。

 総括

KPI 2024実績
 成果と課題

中期経営計画 2019-2021 中期経営計画 2022-2024

（億円）
15% 16% 15% 11% -12%

-58%

• 欧州でドライブユニットの組立生産開始
• 小型軽量、低騒音のドライブユニットを開発
• 通学向け、子乗せ、スポーツ各新モデルの開発・投入

成果

課題
• BtoBに適した顧客基盤の確立

e-Kitビジネスに適した営業・サービスの整備・強化
• 市場変動への対応

生産レイアウトの最適化による在庫管理日本基準 IFRS

441 432 

505 
533 

421 
385 

64 70 78 56 
-52 -227

2019 2020 2021 2022 2023 2024
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事業環境認識

 需要動向（eBike）

• 環境保護と健康意識の高まりによるeBike市場の成長
• 政府による環境政策促進（補助金・インフラ整備）
• 高齢化社会への対応（移動・社会参画のニーズ）

機会 リスク
• 既存大口顧客の離れ・流出
• 中国を中心とした新興メーカーの進出（小型軽量高出力）
• 物価高騰、景気悪化による消費意欲の後退

約700万台

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2035

CAGR 8%

米国 100万台
欧州

640万台
日本 85万台

米国

欧州

日本

 2027年の総需要見込み

その他

市場推移（当社推計）

中期経営計画
2022-2024

中期経営計画
2025-2027

その他 70万台

約900万台
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戦略基本方針・事業KPI

【テーマ】人々の挑戦を支え、地球環境に優しいモビリティを提供することで事業成長を実現する

事業成長

CAGR15％水準

ROS

8％水準
※本社コーポレート経費配賦前

ROIC

※本社コーポレート経費配賦前

18％水準

※ドライブユニット（DU）および周辺コンポーネント 5
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戦略_e-Kit

1．次世代システム ～繋がる価値によるe-Kit商品力向上～ 2．ディーラーダイレクトサービス ～お客さま利便性向上＋OEM顧客サポート～

3．顧客向けポータルサイト ～新規顧客獲得に向けて広範にリーチ～

データベース

写真/イラスト/映像 梱包仕様

商品説明 パーツリスト

スペックシート 取付設計ガイド

適合コンポーネント
情報

受発注情報

在庫情報

CMS
技術情報

マーケ情報

Contents
Management

System

バッテリー,チャージャー
電装品,駆動系ｺﾝﾎﾟ 等

潜在
顧客

DU

アプリプラットフォーム
バッテリー

充電器

電動コンポーネント

ドライブユニット

通信アダプタ

UI

スマホアプリ

アフターサービス
ダイアログツール

アフターサービス
プラットフォーム

OEM
顧客

User

MC技術の展開

新規CAN通信

＜eBike統合制御＞ 今中期
従来

~2024

ﾌﾞﾚｰｷ系、EPS※

※EPS･･･Electric Power Steering
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